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RE
V. 
01

1 2

既
存
の
回
転
モ
ー
タ
方
式
で
は
な
く新
し
い
形
の
ス
ピ
ー
カ
振
動
原
理
を
利
用
し
、体
全
体
に
伝
わ
る
音
波
長
す
な
わ
ち
、

振
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
力
以
上
の
強
度
で
筋
繊
維
を
刺
激
し
、筋
肉
細
胞
を
より
早
くか
つ
強
力
に
収
縮
と
弛
緩
を
繰
り
返

さ
せ
ま
す
。こ
の
よう
な
強
力
な
筋
収
縮
は
他
の
ど
ん
な
筋
力
運
動
より
も
短
時
間
に
筋
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

SO
NI
C 
W
OR
LD音
波
振
動
機
器
は
音
波
長
を
利
用
し
た
原
理
を
最
適
化
さ
せ
、短
時
間
に
最
大
の
運
動
効
果
を
出
し

ま
す
。ま
た
、人
体
に
免
疫
力
や
自
然
治
癒
力
を
高
め
る
こと
が
出
来
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
革
新
的
な
装
備
で
あ
り
、

バ
イ
ブ
レ
ー
ショ
ン
テ
クノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
先
頭
を
走
っ
て
い
ま
す
。

症
状

確
認

処
理

1 2 3

A/
S 注
意
事
項

中
古
品
を
購
入
し
た
場
合
や
当
社
が
指
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
な
い
とこ
ろ
で
修
理
し
た
場
合
、正
品
で
は
な
い
部
品
の

使
用
、改
造
や
変
造
し
て
機
能
に
以
上
が
生
じ
る
場
合
、当
社
の
消
費
者
被
害
保
障
基
準
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。 

保
証
書
の
提
示
が
な
い
、ま
た
は
保
証
書
の
所
定
項
目
が
記
載
さ
れ
て
な
い
場
合
や
偽
造
さ
れ
て
い
る
場
合
は
保
証
期
間
で
あ
っ
て

も
費
用
が
か
か
りま
す
。

任
意
分
解
防
止
用
の
シ
ー
ル
が
損
傷
さ
れ
て
い
る
場
合
は
当
社
の
消
費
者
被
害
保
障
基
準
が
適
用
し
ま
せ
ん
。

期
待
効
果
及
び
活
用
方
案

G
en

er
al 

Tr
ain

ing
 

運
動
を
す
る
に
あ
た
り
、心
理
的
、身
体
的
、時
間
的
、空
間
的
、物
理
的
な
問
題
で
制
約
の
あ
る
人
に
と
て
も
効
果
的
な
代
替
装
備
で

す
。規
則
的
な
有
酸
素
運
動
の
効
果
を
経
験
す
る
こと
が
出
来
、既
存
の
運
動
に
比
べ
より
短
い
時
間
で
より
大
き
な
運
動
効
果
を
実

感
す
る
こと
が
出
来
ま
す
。

Sp
ec

ial
 T

ra
ini

ng
 

白
筋
線
維
(速
筋
線
維
fas
t t
wi
tch
 m
us
cle
 fi
be
r)を
刺
激
し
て
、強
力
な
パ
ワ
ー
を
発
現
す
る
の
に
役
に
立
ち
ま
す
。走
っ
た
り
投
げ

た
り
す
る
動
作
の
よ
う
な
短
時
間
に
大
き
な
力
を
必
要
と
す
る
運
動
種
目
の
選
手
に
は
、こ
の
よ
う
な
白
筋
線
維
の
比
率
と
性
能
は

選
手
の
成
敗
を
左
右
す
る
もっ
と
も
核
心
的
な
こと
に
な
り
ま
す
。運
動
を
通
じ
て
筋
肉
の
持
久
力
を
向
上
さ
せ
る
こと
が
出
来
、ま

た
成
長
ホ
ル
モ
ン
(G
H)
の
分
泌
を
刺
激
し
赤
筋
線
維
(遅
筋
線
維

slo
w 

tw
itc

h 
m

us
cle

 fi
be

r)の
性
能
も
向
上
さ
せ
る
の
で
可
能
に

な
り
ま
す
。 

グ
で
は
運
動
で
き
な
い
骨
盤
の
中
や
顔
の
筋
肉
の
よう
な
小
さ
い
筋
肉
ま
で
円
滑
に
運
動
を
さ
せ
ま
す
。

既
存
の
パ
ワ
ート
レ
ー
ニ
ン
グ
と
全
身
振
動
運
動
を
一
緒
に
実
施
す
る
場
合
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
期
間
は
85
%
短
縮
し
、運
動
時
間
も

半
分
以
下
に
減
少
す
る
反
面
、最
大
筋
力
は
30
%以
上
増
加
さ
せ
ま
す
。 

運
動
に
よ
る
怪
我
の
危
険
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
。 

製
品
の
電
源
が
入
ら
な
い

電
源
に
電
源
ケ
ー
ブ
ル
が
繋
い
で

あ
る
の
か
を
確
認
す
る
。

電
源
に
電
源
ケ
ー
ブ
ル
を
正
し
く

さ
す
。

製
品
の
ボ
デ
ィ
の
振
動
や
騒
音
が

ひ
ど
い

設
置
し
た
と
こ
ろ
の
床
が
水
平
な

の
か
を
確
認
す
る
。

床
が
平
ら
で
固
い
と
こ
ろ
に
移
動

す
る
。
下
に
ゴ
ム
を
ひ
く
。

製
品
が
使
用
中
に
と
ま
る

製
品
が
繋
い
で
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト

に
た
く
さ
ん
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
刺

し
て
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
。

製
品
は
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
、

一
つ
だ
け
つ
な
げ
る
。

製
品
か
ら
「
イ
ン
～
」
と
音
が

す
る
。

周
辺
の
温
度
が
高
い
、
ま
た
は
製

品
を
長
い
時
間
使
用
し
た
の
で
は

な
い
の
か
。

周
り
の
温
度
が
高
か
っ
た
り
、
製

品
を
長
い
時
間
使
用
す
る
と
製
品

過
熱
防
止
の
た
め
に
フ
ァ
ン
が
作

動
す
る
。
安
全
の
た
め
の
装
置
な

の
で
何
の
問
題
な
い
。

操
作
部
は
正
常
に
作
動
す
る
が
、

プ
レ
ー
ト
に
振
動
が
来
な
い
。

IN
TE
NS
IT
Y(
強
度
)が
”0
”に
設
定

さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

IN
TE
NS
IT
Y(
強
度
)を
上
下
に
調
節

し
て
強
度
を
調
節
す
る
。

操
作
部
は
正
常
に
作
動
す
る
が
、

[S
TA
RT
]タ
ン
が
動
作
し
な
い
。

プ
レ
ー
ト
が
無
負
荷
状
態
で
作
動

し
た
の
か
、
ま
た
電
源
を
繋
げ
た

と
き
無
負
荷
状
態
だ
っ
た
の
か
を

確
認
す
る
。

プ
レ
ー
ト
の
上
を
無
負
荷
状
態
に

し
た
後
、
電
源
コ
ー
ド
を
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
外
す
。
そ
し
て
ま
た
刺

し
て
３
秒
後
、
ブ
ザ
ー
の
音
が
し

た
ら
後
作
動
さ
せ
る
。

 
正
し
い
使
用
状
態
で
発
生
し
た
性

能
、
ま
た
は
機
能
上
の
故
障  

 
消
費
者
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ  

 

る
性
能
ま
た
は
機
能
上
の
故
障

そ
の
他

 

保
証
期
間
内

 
保
証
期
間
以
後

 

修
理
必
要
な
場
合

 
無
償
修
理

 
 

　
有
償
修
理
　
無
償
修
理  

修
理
必
要
な
場
合  

有
償
修
理

 
有
償
修
理

 

製
品
故
障
類
型

 
サ
ー
ビ
ス
内
訳

 

自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
修
理
が
必
要
な
場
合
は
有
料
サ
ー
ビ
ス

 

製
品
の
移
動
時
、
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
る
再
設
置
の
場
合
は
有
料
サ
ー
ビ
ス

 



本
体
と
プ
レ
ー
ト
の
分
離
包
裝
可
能

電
源
ケ
ー
ブ
ル
1個

2m

オ
ー
デ
ィ
オ
連
結
線
1個

In
pu

t 
ex

te
rn

al
 a

ud
io

Tレ
ン
チ
1個

6m
m

レ
ン
チ
ボ
ル
ト
4個

M
8x
70

1~
1.

5 
m

m
水
平
調
節
パ
ッド
3個

1
Pr

o
Lo

w
 B

od
y V

ib
ra

tio
n.

下
半
身
運
動

る
周
波
数
(H
z)を
主
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、直
立
状
態
で
より
易
し
く 

お
尻
、太
も
も
、ふ
く ら
は
ぎ
に
振
動
運
動
が
出
来
る
モ
ー
ド
で
す
。

Pr
o
2

Ab
do

m
en

 V
ib

ra
tio

n.

腹
部
運
動

腹
直
筋
は
直
立
状
態
で
全
体
周
波
数
代
で
刺
激
が
現
れ
る
が
、人
体
力
学
的
な
筋

電
図
実
験
を
元
に
腹
直
筋
、脊
椎
起
立
筋
が
一
番
の
刺
激
を
与
え
る
周
波
数
(H
z)

を
主
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、直
立
状
態
で
よ
り
易
し
く
腹
部
の

運
動
が
出
来
ま
す
。

Pr
o
3

U
pp

er
 B

od
y V

ib
ra

tio
n.

上
半
身
運
動

筋
肉
群
に
振
動
運
動
が
出
来
る
モ
ー
ド
で
す
。

人
体
力
学
的
な
筋
電
図
実
験
を
元
に
僧
帽
筋
 、
二
頭
筋
 、
大
胸
筋
に
一
番
の
刺
激
を

与
え
る
周
波
数
(H
z)を
主
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、直
立
状
態
で
よ
り

易
し
く
肩
、腕
、胸
、背
中
な
ど
の
部
位
に
振
動
運
動
が
出
来
る
モ
ー
ド
で
す
。

Pr
o
4

W
ho

le
 B

od
y V

ib
ra

tio
n.

全
身
運
動

周
波
数
3~
50
Hz
と
10
~9
9の
強
度
で
構
成
さ
れ
て
い
る
振
動
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
様

々
な
変
化
を
感
じ
ら
れ
る
一
番
一
般
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

音
波
振
動
の
強
烈
さ
とリ
ズ
ミ
カ
ル
さ
を
同
時
に
感
じ
る
こと
が
出
来
ま
す
。

電
源
ボ
タ
ン
を
押
し
た
後
（
ブ
ザ

ー
の
音
が
し
ま
す
）
、
制
御
部
状

態
が
確
認
で
き
ま
す
。
（
す
べ
て

の
部
分
に
LE
Dが
付
き
ま
す
。
こ

の
時
周
波
数
は
「
3H
Z」
、
強
度

「
0」
に
表
示
さ
れ
て
お
り
、
時

間
は
「
1分
」
初
期
値
に
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
）

❶
電
源
ボ
タ
ン

残
り
の
時
間
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

❷
時
間
表
示

振
動
の
強
度
が
0~
99
ま
で
表
示

さ
れ
ま
す
。

❸
強
度
表
示

❹
強
度
調
整
ボ
タ
ン
(上
下
)

０
～
99
ま
で
(た
だ
し
、1
0単
位
に

設
定
さ
れ
て
い
る
)上
下
に
動
か

し
、手
動
で
強
度
を
設
定
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。(基
本
値
が「
0」

に
セ
ッ
テ
ィン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
)

❺
ST
AR
T及
び
ST
OP
ボ
タ
ン

1回
押
す
と
製
品
が
起
動
し
、も
う

1回
押
す
と
起
動
し
て
い
た
製
品

が
止
ま
り
ま
す
。

(青
・
停
止
、 赤
・
起
動
中
)

選
ん
だ
モ
ード
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

(手
動
、下
半
身
、腹
部
、上
半
身
、全
身
）

手
動
モ
ー
ド
×
1、
自
動
モ
ー
ド
×
4

❻
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ー
ド
表
示

振
動
数
を
表
示
し
、
3~
70
Hz
ま
で

表
示
さ
れ
ま
す
。

❼
周
波
数
表
示

周
波
数
調
節
ボ
タ
ン
を
上
下

に
動
か
し
、
3～
50
Hz
は
1H
z

ご
と
、
50
～
70
Hz
は
5H
zご
と

に
周
波
数
を
選
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
す
。

（
基
本
値
は
3H
zに
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

❽
周
波
数
調
節
ボ
タ
ン
(上
下
)

❾
M
OD
Eボ
タ
ン

基
本
的
に
は
手
動
モ
ー
ド
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム

モ
ー
ド
に
変
え
て
起
動
さ
せ
る
こ

と
も
出
来
ま
す
。

(各
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ー
ド
別
表
示

が
異
な
る
-プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ー
ド

別
説
明
参
照
）

10
時
間
ボ
タ
ン

１
回
押
す
た
び
１
分
ず
つ
増
加
し

ま
す
。
(９
分
以
下
で
増
加
が
可

能
と
な
り
ま
す
)

Fre
qu
en
cy
(H
z)

3H
z

4H
z

5H
z

6H
z

7H
z

8H
z

9H
z

10
Hz

11
Hz

12
Hz

13
Hz

14
Hz

15
Hz

16
Hz

17
Hz

18
Hz

19
Hz

20
Hz

21
Hz

22
Hz

23
Hz

24
Hz

25
Hz

26
Hz

~5
0H

z

全
身
運
動

腕
、肩

胸
、肩

肩
、背
中

お
尻
、背
中
、腹
部
 (T
ru
nk
)

腹
部
、お
尻
、太
も
も

お
尻
、太
も
も
、 腹
部

背
中
、太
も
も
(In
ne
r)

太
も
も
(In
ne
r)、
 前
立
腺（
男
性
）

太
も
も
、顔

全
身（
脊
椎
）、
顔
、膝

全
身（
脊
椎
）、
肩
、膝

ふ
くら
は
ぎ
、 太
も
も（
Ba
ck
)

ふ
くら
は
ぎ
、 太
も
も（
Ba
ck
)

ふ
くら
は
ぎ
、 太
も
も（
Ba
ck
)

太
も
も
 (F
ro
nt
)、ふ
くら
は
ぎ
、膝

太
も
も
 (F
ro
nt
)、ふ
くら
は
ぎ
、膝

腹
部
、 太
も
も
 (In
ne
r)、
骨
盤
前
方

全
身
全
体
的
を
刺
激
 (S
tre
tch
ing
)

全
身
全
体
的
を
刺
激
 (S
tre
tch
ing
)

全
身
全
体
的
を
刺
激
 (S
tre
tch
ing
)

骨
盤（
側
面
）、
 ザ
ルト
リウ
ス
、下
腹（
女
性
）

骨
盤（
側
面
）、
 ザ
ルト
リウ
ス
、下
腹（
女
性
）

全
体
的
な
深
部
筋
刺
激
、筋
神
経ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、高
密
度
強
化
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ショ
ン
のト
レ
ー
ニ
ン
グ
、筋
刺
激
マ
ッ
サ
ー
ジ
、循
環
マ
ッ
サ
ー
ジ

1. 
使
用
時
間
  :  
過
度
に
使
用
す
る
場
合
身
体
に
無
理
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
る
の
で
使
用
  時
間
は
1回
30
分
を
超
え
ず
1日
2回
に

　
　
　
　
　
    制
限
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

2. 
使
用
者
の
健
康
状
態
が
次
の
こ
と
に
当
て
は
ま
る
場
合
、必
ず
事
前
に
担
当
医
者
及
び
専
門
医
と
相
談
後
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

心
血
管
疾
患
の
患
者

極
度
の
腰
痛
患
者

腫
瘍
及
び
糖
尿
患
者

手
術
後
回
復
期
の
患
者

心
拍
調
節
装
置
の
よう
な

人
工
補
助
装
置
が
身
体
内

に
挿
入
さ
れ
て
い
る
場
合

肝
蛭
症
状
が
あ
る
場
合

骨
の
骨
折
部
位
を
身
体
用

ネ
ジ
で
固
定
さ
れ
て
い
る

場
合

妊
婦

子
宮
内
避
妊
器
具
(IU
D)
を

着
用
し
た
場
合

SO
NI

Xは
音
波
振
動
を
利
用
し
た
最
先
端
健
康
運
動
器
で
と
て
も
安
全
な
製
品
で
す
。
し
か
し
、
間
違
っ
た
使
い
方
を
す
る
と

事
故
が
起
こ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
安
全
注
意
事
項
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
守

ら
ず
使
用
者
の
過
失
に
よ
り
発
生
す
る
結
果
に
お
い
て
販
売
・
製
造
会
社
は
何
ら
責
任
を
取
ら
な
い
も
の
と
い
た
し
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

音
を
調
節
し
ま
す
。

VO
LU

M
E

外
部
音
源
を
入
力
す
る
こと
の
出
来
る
端
子
で
す
。

入
力
さ
れ
た
音
源
を
プ
レ
ー
ト
で
音
と
音
波
振
動
を
同
時
に
感
じ
る
こと
が

出
来
ま
す
。

 
IN

PU
T 

 

M
P3
な
ど
の
音
源
を
外
部
に
出
力
出
き
る
端
子
で
す
。

 (ヘ
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